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題字は、山下光一前名誉会長

◆ 自民党都連と都議会各派へ要望　20年度の
国と、都の予算・制度で

◆ 臨時総会で副会長に栗原氏を選任
◆ 新副会長・理事・監事
◆ 三橋氏が見事、審査特別賞
◆ 今年も子供にスポットを当て「こだいらサ
ミット」が開催

◆ 80余の科学実験に黒山の人だかり
◆ 小笠原村商工会応募の「ボニン アイランド
ラム」が長官賞

◆ 多摩地域商工会エリアの7～9月の景況
◆ 多摩・島しょ地域のイベント

■■「関ブロ青年部主張大会」、「こだいらサミット」■■
関東ブロック商工会青年部連絡協議会の主張大会では、一

丸となって繰り広げた、それぞれの応援合戦にも色々と工夫が
みられ、縫いぐるみあり、神輿ありと目も楽しませるものとなり
ました 「青少年のための科学の祭典」は、来場者が8，540人にも
なり、たくさんの子供達で賑わいました　基調講演が一昨年が
バレーボールの女子オリンピック選手、昨年が体操の男子オリ
ンピックメダリスト、そして、今年が小・中学生の作文の朗読と
「こだいらサミット」は工夫が見られ、意見交換も「食事の話題」、
「兄弟ゲンカ」と多方面から行われました。（関係記事4面、5面）

気合一杯の主張が次々と発表された関ブロの主張大会�気合一杯の主張が次々と発表された関ブロの主張大会�

▲

▲

▲

『青少年のための科学の祭典』で実験に挑むたくさんのこどもら�『青少年のための科学の祭典』で実験に挑むたくさんのこどもら� 「こだいらサミット」で意見交換を前に応募した作文を読む小・中学生�「こだいらサミット」で意見交換を前に応募した作文を読む小・中学生�



各
聴
取
会
で
は
「
し
っ
か
り

と
要
望
に
答
え
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
す
る
聴
取
側
代
表
者
の

挨
拶
を
受
け
た
後
、
桂

夫

会
長
が
挨
拶
を
し
、
連
合
会
側

の
各
出
席
者
を
紹
介
。こ
の
後
、

坂
爪
正
二
専
務
理
事
が
要
望
の

内
容
を
要
望
書
に
従
っ
て
説

明
。
最
後
に
桂
会
長
が
要
望
を

総
括
的
に
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
中
で
桂
会
長
は
「
金
融

相
談
か
ら
相
続
の
相
談
ま
で
地

域
の
小
規
模
事
業
者
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
答
え
て
い
る

の
が
商
工
会
」
と
商
工
会
の
地

域
で
の
役
割
の
大
き
さ
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
、「
こ
こ
の
予
算
を

削
る
こ
と
は
『
三
百
八
十
万
の

小
規
模
事
業
者
は
も
う
い
い
の

だ
』
と
取
ら
れ
て
し
ま
う
」
と

迫
り
ま
し
た

要
望
の
各
項
目
と
要
旨
は
次

の
通
り
で
す
。

一
、
小
規
模
事
業
対
策
推
進

に
お
け
る
国
の
関
わ
り
と
役

割
の
強
化
に
つ
い
て

小
規
模
事
業
対
策
は
国
が
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
と
し
て

実
施
す
べ
き
施
策
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
今
後
と
も
、
予
算
面
、

制
度
面
で
国
が
積
極
的
に
関
与

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

二
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

に
つ
い
て

中
小
企
業
の
事
業
承
継
を
円

滑
に
す
る
た
め
の
制
度
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
非
上
場
株
式
等
の
事
業
用
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資
産
に
係
る
相
続
税
の
減
免
措
置
等
の
抜
本

的
拡
充
を
要
望
す
る
。

三
、
法
人
税
法
の
中
小
法
人
の
定
義
見
直
し

と
軽
減
税
率
適
用
拡
大
に
つ
い
て

中
小
企
業
者
の
定
義
を
中
小
企
業
基
本
法

に
合
わ
せ
、
三
億
円
に
改
正
す
る
な
ど
国
等

の
中
小
企
業
施
策
と
税
制
面
で
の
整
合
性
を

保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
中
小
法
人
に
対
す
る
法
人
税
の
軽

減
税
率
（
現
行
22
％
）
の
適
用
所
得
金
額
の

範
囲
を
、
年
額
八
百
万
円
か
ら
年
額
二
千
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
法
人
税
の
現

行
軽
減
税
率
へ
の
引
き
下
げ
対
象
事
業
者
を

拡
大
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

四
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ
い
て

近
隣
の
地
域
住
民
に
対
す
る
騒
音
対
策
を

推
進
す
る
と
共
に
、
地
元
の
理
解
と
協
力
を

前
提
と
し
て
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
の

早
期
実
現
を
要
望
す
る
。

五
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
と

早
急
な
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

国
は
石
油
の
備
蓄
増
強
と
と
も
に
、
中
長

期
的
視
野
に
た
っ
た
抜
本
的
な
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
見
直
す
と
と
も
に
確
実
な

支
援
策
を
早
急
に
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

六
、
圏
央
道
と
東
八
道
路
の
全
線
早
期
開
通

に
つ
い
て

国
と
都
の
協
議
に
よ
り
、
早
期
全
線
開
通

を
措
置
さ
れ
た
い
。

七
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
非
課
税
限
度

自民党都連で著名議員が顔を揃える中、要望を強くアピール

当
連
合
会
は
二
十
年
度
の
国
と
、
都
の
予
算
・
制
度
に
対
し
て
要
望
書
を
ま
と
め
、
会
長
、
副
会

長
、
専
務
理
事
、
事
務
局
長
ら
が
、
国
に
つ
い
て
は
九
月
十
八
日
、
自
由
民
主
党
東
京
都
支
部
連
合

会
を
、
ま
た
、
都
に
つ
い
て
は
六
日
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
、
同
民
主
党
、
同
公
明
党
の
各
会

派
を
訪
ね
、
予
算
・
制
度
に
連
合
会
の
要
望
を
盛
り
込
む
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。
要
望
の
内
容
は
国

が
①
小
規
模
事
業
対
策
推
進
に
お
け
る
国
の
関
わ
り
と
役
割
の
強
化
②
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
③
法

人
税
法
の
中
小
法
人
の
定
義
見
直
し
と
軽
減
税
率
適
用
拡
大
―
な
ど
九
項
目
。
都
が
①
商
工
会
等
に

対
す
る
補
助
金
の
安
定
的
確
保
②
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
導
入
に
伴
う
商
工
会
の
財
政
負
担
③

駐
車
場
確
保
に
関
す
る
支
援
措
置
の
創
設
―
な
ど
八
項
目
で
す
。
こ
の
要
望
は
二
十
七
商
工
会
、
三

万
三
千
商
工
業
者
会
員
の
総
意
で
あ
り
、
是
非
、
全
て
を
採
択
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

国
予
算
へ
の
要
望

国
予
算
へ
の
要
望

全てを是非、採択を
届け!!3万3千商工業者会員の総意
自民党都連と都議会各派へ要望

20年度の国と、都の予算・制度で　国へは9項目、都へは8項目
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額
及
び
社
会
保
険
料
納
付
基
準
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て

現
行
の
非
課
税
限
度
額
を
百
五
十
万
円
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、社
会
保
険
料（
年
収
基

準
百
三
十
万
円
）負
担
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

八
、
電
子
申
告
を
し
た
確
定
申
告
書
を
マ
ル

経
資
金
申
し
込
み
に
必
要
な
営
業
確
認
書
類

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

電
子
申
告
を
し
た
確
定
申
告
書
を
マ
ル
経

資
金
申
し
込
み
に
必
要
な
営
業
確
認
書
類
と

認
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

九
、
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
準
工
業
地
域
で

の
出
店
規
制
準
用
に
つ
い
て

三
大
都
市
圏
に
お
け
る
東
京
都
内
近
郊
整

備
地
帯
の
準
工
業
地
域
に
つ
い
て
、
規
制
対

象
外
の
一
律
適
用
で
は
な
く
、
多
摩
地
域
に

つ
い
て
は
規
制
対
象
外
か
ら
除
外
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

一
、
商
工
会
等
に
対
す
る
補
助
金
の
安
定
的

確
保
に
つ
い
て

東
京
都
に
お
い
て
は
商
工
会
の
小
規
模
事

業
対
策
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費

補
助
金
の
必
要
な
予
算
額
を
確
保
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

二
、
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
導
入
に
伴

う
商
工
会
の
財
政
負
担
に
つ
い
て

人
件
費
が
過
度
の
自
己
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
小
規
模
事
業
経

営
支
援
事
業
費
補
助
金
の
必
要
な
予
算
額
の

確
保
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

三
、
駐
車
場
の
確
保
に
関
す
る
支
援
措
置
の

創
設
に
つ
い
て

個
店
や
商
店
街
等
の
駐
車
場
確
保
対
策
・

既
設
の
来
客
用
駐
車
場
の
運
営
経
費
に
対
す

る
支
援
策
を
創
設
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

四
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ
い
て

略五
、
三
宅
村
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

次
の
支
援
策
を
要
望
す
る
。

①
金
融
支
援
の
弾
力
的
運
用
②
中
小
企
業

者
に
対
す
る
相
談
指
導
業
務
に
向
け
て
の
助
成

措
置
③
島
し
ょ
貨
物
運
賃
補
助
制
度
の
充
実

六
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
早
期
延
伸
に

つ
い
て

都
市
基
盤
整
備
の
観
点
か
ら
も
一
日
も
早

い
箱
根
ヶ
崎
へ
の
延
伸
を
実
現
さ
れ
た
い
。

七
、
駅
ナ
カ
商
業
施
設
と
周
辺
商
業
者
と
の

公
平
公
正
な
競
争
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
格
差
を
是
正
す
る
な
ど
、

公
平
公
正
な
競
争
条
件
を
早
期
に
整
備
し
、

周
辺
商
業
者
と
の
共
存
共
栄
が
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

八
、
小
規
模
事
業
者
の
記
帳
及
び
経
理
指
導

に
関
す
る
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

小
規
模
事
業
者
へ
の
指
導
実
績
等
を
勘
案

し
た
、
単
位
制
等
に
よ
る
事
業
費
と
し
て
の

補
助
制
度
の
創
設
に
よ
り
小
規
模
事
業
者
の

記
帳
及
び
経
理
指
導
に
関
す
る
支
援
体
制
の

強
化
を
要
望
す
る
。

当
連
合
会
は
十
月
三
日
、
立
川
市
内
の
東

京
都
多
摩
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
平
成

十
九
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
を
開
き
、
役
員

の
補
欠
選
任
を
行
い
、
新
副
会
長
に
栗
原
昭

一
・
瑞
穂
町
商
工
会
長
（
前
理
事
）
を
、
ま

た
、
新
理
事
に
栗
山
昇
・
狛
江
市
商
工
会
長

（
前
監
事
）
と
鶴
田
和
男
・
あ
き
る
野
商
工

会
長
を
、
新
監
事
に
浅
沼
基
・
三
宅
村
商
工

会
長
と
松
江
仁
・
神
津
島
村
商
工
会
長
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
月
の
第
四
十
六
回
通
常
総
会
で

副
会
長
な
ど
が
退
任
に
よ
り
空
席
と
な
っ
た

こ
と
に
と
も
な
う
も
の
で
す
。

総
会
で
は
冒
頭
、
桂

夫
会
長
が
「
五
月

の
役
員
改
選
期
に
急
遽
、
お
や
め
に
な
ら
れ

た
方
の
補
選
を
今
日
の
臨
時
総
会
で
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
」
な
ど
と
挨
拶
。

総
会
の
議
長
に
は
町
田
成
司
・
福
生
市
商

工
会
長
が
就
き
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

新
副
会
長
に
就
任
し
た
栗
原
理
事
は
総
会

の
最
後
に
新
役
員
を
代
表
し
て
「
中
小
企
業

の
大
変
な
時
代
に
お
き
ま
し
て
非
常
に
微
力

で
あ
る
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
い

う
こ
と
で
お
引
き
受
け
し
た
」
な
ど
と
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

（
4
面
に
新
役
員
紹
介
）

新役員５人を決めた臨時総会

都
予
算
へ
の
要
望

都
予
算
へ
の
要
望副会長に

栗原氏を選任

新理事に

栗山、鶴田氏

新監事には

浅沼、松江氏

10月3日開催の
臨時総会で

副会長に
栗原氏を選任

新理事に

栗山、鶴田氏

新監事には

浅沼、松江氏
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実 

現 

し 

よ 

う
　
　
　
東
京
多
摩
国
際
園
芸
博
覧
会
誘
致

　
　
　
東
京
多
摩
国
際
園
芸
博
覧
会
誘
致�

！！�

2013

実 

現 

し 

よ 

う
　
　
　
東
京
多
摩
国
際
園
芸
博
覧
会
誘
致

　
　
　
東
京
多
摩
国
際
園
芸
博
覧
会
誘
致�

！！�

2013

実 

現 

し 

よ 

う
　
　
　
東
京
多
摩
国
際
園
芸
博
覧
会
誘
致�

！！�

2013

誘
致
を
実
現
す
る
た
め
に
地
元
が
一
丸
と
な
っ
て
機
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。�

浅
沼
　
基
氏
（
あ
さ
ぬ

ま
・
も
と
い
＝
三
宅
村
商
工

会
長
、
利
八
屋
）

栗
山
　
昇
氏
（
く
り
や
ま
・

の
ぼ
る
＝
狛
江
市
商
工
会

長
、
㈱
三
長
）

栗
原

昭
一
氏
（
く
り
は

ら
・
し
ょ
う
い
ち
＝
瑞
穂
町
商

工
会
長
、
不
動
産
管
理
業
）

鶴
田
　
和
男
氏
（
つ
る

た
・
か
ず
お
＝
あ
き
る
野
商

工
会
長
、
㈱
ア
ー
イ
ン
グ
）

松
江
　
仁
氏
（
ま
つ
え
・
ひ

と
し
＝
神
津
島
村
商
工
会

長
、
松
江
建
設
㈱
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
は
、
当
連
合
会
、
並
び
に
東
京
都
商

工
会
青
年
部
連
合
会
と
九
月
十
一
、
十
二

の
両
日
、
昭
島
市
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン

昭
和
館
」
で
一
都
十
県
の
青
年
部
連
合
会

か
ら
四
百
余
人
の
部
員
を
結
集
し
て
「
平

成
十
九
年
度
前
期
代
表
者
会
議
・
主
張
大

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
都
青
連
が

平
成
八
年
以
来
、
十
一
年
ぶ
り
に
幹
事
県

連
と
な
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
主
張

大
会
で
は
一
都
十
県
の
代
表
十
二
人
（
都

青
連
は
幹
事
県
連
と
な
る
た
め
代
表
が
二

人
）
が
競
い
合
っ
た
結
果
、
都
青
連
の
大

会
で
代
表
と
な
っ
た
昭
島
市
商
工
会
青
年

部
の
三
橋
裕
司
氏
が
見
事
、
審
査
特
別
賞

を
手
に
し
ま
し
た
。

初
日
は
主
張
大
会
の
ほ
か
に
部
員
研
修

会
、
交
流
会
を
、
ま
た
、
二
日
目
は
青
年

部
顕
彰
の
関
東
代
表
の
協
議
を
テ
ー
マ
に

代
表
者
会
議
を
持
ち
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
平
田
祐
司
、
桂

夫
、

小
島
昌
夫
の
主
催
三
団
体
の
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
主
催
者
挨
拶
。
青
木
宏
関
東
経
済
産

業
局
産
業
部
経
営
支
援
課
長
、
三
枝
健
二

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
長
、
北
川
穰

一
昭
島
市
長
、
植
村
政
人
全
国
商
工
会
青

年
部
連
合
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

挨
拶
で
桂

夫
会
長
は
商
工
会
が
環

境
の
変
化
か
ら
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
と
そ
の
解
決
の
方
向
を
紹
介
、

そ
の
上
で
勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
説
き
、
さ
ら
に
「
よ
り
強
い

結
束
を
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
小
島
昌
夫
都
青
連
会
長
は
「
主

張
大
会
を
き
っ
か
け
に
最
近
、
友
情
が
芽

生
え
た
り
、
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
」
と

し
「
今
年
も
親
睦
や
交
流
に
繋
が
っ
て
く

れ
れ
ば
…
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

審
査
特
別
賞
に
輝
い
た
三
橋
裕
司
さ
ん

は
、
地
元
の
子
供
達
の
習
字
一
枚
一
枚
を

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
布
に
吹
き
付
け
て
旗

に
し
た
も
の
を
商
店
街
の
街
路
灯
に
飾
っ

た
、
同
青
年
部
の
取
り
組
ん
だ
〝
習
字
フ

ラ
ッ
グ
事
業
〝
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ

の
体
験
か
ら
「
悩
み
の
先
に
価
値
が
あ
る

活
動
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
も
の
で
す
。

最
優
秀
賞
は
湯
河
原
町
商
工
会
青
年
部

（
神
奈
川
県
）
の
杉
山
慎
氏
、
優
秀
賞
は

宮
田
村
商
工
会
青
年
部
（
長
野
県
）
の
春

日
真
一
氏
、
優
良
賞
は
九
十
九
里
町
商
工

会
青
年
部
（
千
葉
県
）
の
作
田
暁
氏
で
し

た
。研

修
で
「
中
小
企
業
者
が
果
た
す
べ
き

地
域
振
興
と
は
」
を
演
題
に
講
演
を
行
っ

た
大
高
ま
も
る
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合

会
相
談
役
は
、
商
工
会
や
青
年
部
の
歴
史

や
役
割
を
紹
介
。
そ
の
上
で
活
動
に
緩
み

が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
「
も
う
一
度
、
活

動
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

主張大会表彰式後の記念撮影（右から４人目が三橋氏）

1
都
10
県
か
ら
400
余
人
の
部
員
を
結
集

三
橋
氏（
昭
島
市
商
工
会
青
年
部
）が
見
事
、
審
査
特
別
賞

関
ブ
ロ
主
張
大
会

副

会

長

理

事

監

事

新
副
会
長理　

　
事監　

　
事

新
副
会
長理　

　
事監　

　
事



東京都商工会報 vol.278
5

当
連
合
会
が
後
援
を
し
、
出
展
も
し
た

「
江
戸
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
技
と
テ
ク
ノ
の
融

合
展
」
が
九
月
十
一
日
、
東
京
・
西
新
宿
の

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

午
前
九
時
半
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
来
賓

と
し
て
桂

夫
会
長
が
出
席
。
横
山
洋
吉

東
京
信
用
保
証
協
会
理
事
長
、
山
口
一
久
東

京
都
副
知
事
、
山
内
隆
夫
東
京
都
中
小
企
業

振
興
公
社
理
事
長
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

同
展
は
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
た
東
京
信

用
保
証
協
会
が
そ
れ
を
記
念
「
技
術
・
心
の

伝
承
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
都
内
中
小
企
業
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
場
を
提
供
。
事
業
発
展
に
貢
献
さ
せ

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

同
展
に
は
全
体
で
百
五
十
の
企
業
と
十
二

の
中
小
企
業
支
援
機
関
が
出
展
。
交
流
に
熱

を
入
れ
ま
し
た
。
当
連
合
会
は
支
援
機
関
エ

リ
ア
に
出

展
、
来
場
者

か
ら
の
様
々

な
小
規
模
事

業
の
経
営
に

関
係
す
る
相

談
に
応
じ
ま

し
た
。

街
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
子
供

達
の
育
つ
環
境
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
小
平
商
工
会
は
、

一
昨
年
、
昨
年
に
続
い
て
今
年
も
子
供
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
九
月
八
日
、
ル
ネ
こ
だ

い
ら
で
「
こ
だ
い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
き

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
親
と
子
の
上
手
な

つ
き
あ
い
方
　
P
a
r
t
w
」。
親
と
子

を
繋
ぐ
の
は
「
心
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
手
な
つ
き
あ
い
方
と
い
う
昨
年
と
同
じ

テ
ー
マ
で
、
今
年
は
と
く
に
「
心
」
に
光

を
当
て
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
パ
ネ
ラ
ー
の
母
親
か
ら
「
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
こ
と
は
何
回
も
何
回
も
や
っ

て
ほ
し
い
。
小
学
生
、
中
学
生
の
代
表
、

地
域
の
人
々
、
そ
し
て
市
長
さ
ん
と
意
見

を
交
換
で
き
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
て

商
工
会
の
み
な
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
商
工
会
関
係

者
を
感
激
さ
せ
ま
し
た
。

小
学
高
学
年
、
中
学
生
、
父
親
代
表
、

母
親
代
表
、
市
長
、
英
国
人
の
大
学
准
教

授
ら
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
食
事
の
話
題
」、「
家

族
の
絆
」、「
あ
い
さ
つ
」、「
兄
弟
げ
ん
か
」、

「
夢
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
意
見
の
や
り

と
り
を
行
い
ま
し
た
。
三
百
人
を
超
え
る

人
が
集
ま
り
、
周
り
を
気
に
し
な
い
パ
ネ

ラ
ー
の
率
直
な
発
言
に
度
々
、
参
加
者
は

笑
い
声
を
上
げ
、
ポ
イ
ン
ト
を
突
く
発
言

に
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

挨
拶
で
神
石
實
会
長
は
ど
う
し
て
テ
ー

マ
に
子
供
を
連
続
し
て
取
り
上
げ
る
か
に

つ
い
て「
と
に
か
く
国
が
発
展
す
る
に
は
い

い
子
供
が
い
な
け
れ
ば
だ
め
。
歴
史
を
み

て
も
そ
れ
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
」と
話
し

ま
し
た
。
作
文
十
二
編
が
意
見
交
換
に
先

立
ち
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
文
に
は

親
か
ら
の
も
の
も
含
め
て「
予
想
を
大
き
く

超
え
る
」三
百
十
四
編
も
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
多
さ
も
や
り
が
い
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

（
1
面
参
照
）

小
金
井
市
商
工
会
が
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
東
京
―
小
金
井
等
と
共
催
し
た
「
2

0
0
7『
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
』

東
京
大
会
in
小
金
井
」
が
九
月
九
日
、
小

金
井
市
の
東
京
学
芸
大
学
で
開
か
れ
、
八

十
九
も
の
様
々
な
科
学
実
験
を
繰
り
広

げ
、
ブ
ー
ス
は
黒
山
が
で
き
る
ほ
ど
の
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
や
子
供
達
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

同
祭
典
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

地
域
に
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
と
と
も

に
「
地
域
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
」
と
、

市
内
や
周
辺
の
大
学
、
工
業
高
校
、
中
学

校
、
商
工
会
、
企
業
、
奉
仕
団
体
、
N
P

O
法
人
な
ど
が
「
鉄
は
サ
ビ
な
い
っ
て
、

え
っ
本
当
？
？
」、「
昆
虫
の
不
思
議
を
探

ろ
う
」
な
ど
の
様
々
な
実
験
タ
イ
ト
ル
を

掲
げ
、
出
展
を
し
た
も
の
で
す
。

小
金
井
市
商
工
会
の
村
越
政
雄
会
長
が

経
営
す
る
ム
ラ
コ
シ
精
工
も
「
木
と
木
を

つ
な
い
で
」
の
実
験
タ
イ
ト
ル
で
出
展
、

村
越
会
長
も
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、
来
訪

者
に
自
ら
対
応
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
典
に
は
八
台
の
ベ
ッ
ド
が
装

備
可
能
な
、
都
内
に
二
台
し
か
な
い
第
八

消
防
方
面
消
防
救
助
消
防
機
動
部
隊
の
特

殊
救
急
車「
ス
ー
パ
ー
ア
ン
ビ
ュ
ラ
ン
ス
」

が
消
防
車

や
レ
ス
キ

ュ
ー
車
に

混
じ
っ
て

お
目
見
え
。

参
加
者
を

驚
か
せ
ま

し
た
。

科学の祭典の出展ブースで村越会長も来
場者に自ら対応（右から３人目）

融合展式典には桂 夫会長が参加
し、テープカット

80
余
の
科
学
実
験
に
黒
山
の
人
だ
か
り

余
の
科
学
実
験
に
黒
山
の
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だ
か
り�
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催
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青
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』
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供
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て

今
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も
子
供
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て�
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こ
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サ
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ト
」
が
開
催

「
こ
だ
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ら
サ
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催�

母
親
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ら

母
親
か
ら�

「
何
回
も
何
回
も
や
っ
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ほ
し
い
」

「
何
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も
何
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も
や
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ほ
し
い
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
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と
の
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今
年
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子
供
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今
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も
子
供
に
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ポ
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「
こ
だ
い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催

「
こ
だ
い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
が
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催�

母
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母
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い
」

「
何
回
も
何
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も
や
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て
ほ
し
い
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
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と
の
声�

今
年
も
子
供
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て�

「
こ
だ
い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催�

母
親
か
ら�

「
何
回
も
何
回
も
や
っ
て
ほ
し
い
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
声�

育 て 　 未 来 を つ く る こ ど も 達

み ん な で 支 え 、 み ん な で 応 援

「
技
と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
」

が
開
催

当
連
合
会
も
支
援
機
関
エ
リ
ア
に
出
展

（
1
面
参
照
）
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多摩地域商工会エリアの景況�多摩地域商工会エリアの景況�多摩地域商工会エリアの景況�
＝　伸び悩む需要、材料高騰など厳しさ増す採算確保　＝

前期比売上高が3期（9ヵ月）連続悪化で深刻。次期も見通し悪い。経営上の問題点、ダントツ1位
「原材料価格の上昇」
4～6月期改善も束の間、工事完成高、採算とも上昇感薄らぐ。問題点「材料価格の上昇」に「官公
需要停滞」が加わる。
売上高DI値5期連続マイナス、今期－55.8は過去2年間で最高、猛暑も影響、悲観傾向続く。経営問
題は依然「大・中型店の影響」が1位。
前期比の売上高DI値再び悪化。採算やや持ち直しへ。経営問題「大企業進出競争激化」「従業員確
保難」など。

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

中小企業景況調査　　　　　　　　　　　　　　19年度第2・四半期（7～9月）

＊材料の値上がりによる利益
の低下をすごく感じる。
（金型製造業）
＊官公庁の発注額が厳しく、
採算がとれない。（建設業）

＊8月の猛暑続きでわれわれ
の商売は停滞した。（米穀
小売業）
＊得意先が団地。高齢化のた
め需要が益々悪化。加えて
灯油・ガソリン・ハンガー
値上がりで利益を圧迫して
いる。（クリーニング業）-50
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採算�
売上高�
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-10.9

2.23.7

製造業
7～9 10～12

見通し
7～9 10～12

見通し
7～9 10～12

見通し
7～9 10～12

見通し

建設業 小売業 サービス業

売上高（前期比DI）・採算（期中DI）の推移
売　上 売　上 売　上 売　上

全
国
商
工
会
連
合
会
の
平
成
十
九
年

度
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
で

小
笠
原
村
商
工
会
が
応
募
し
た
小
笠
原

ラ
ム
リ
キ
ュ
ー
ル
の
「
B
O
N
I
N

I
S
L
A
N
D

R
U
M
（
ボ
ニ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
　
ラ
ム
）
が
食
品
部
門
で

中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
、
ま
た
、
あ
き

る
野
商
工
会
が
応
募
し
た
き
れ
屋
の

「
き
れ
屋
デ
ザ
イ
ン
て
ぬ
ぐ
い
」
が
非

食
品
部
門
で
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

十
九
年
度
に
つ
い
て
は
食
品
部
門
で

八
十
八
品
目
、
非
食
品
部
門
で
十
九
品

目
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。

長
官
賞
は
郷
土
色
、
訴
求
力
、
市
場

性
、将
来
性
な
ど
に
特
に
優
れ
た
も
の
、

ま
た
、
会
長
賞
は
郷
土
性
に
富
み
、
開

発
ア
イ
デ
ア
等
で
先
進
性
、
独
創
性
に

優
れ
た
も
の
に
贈
ら
れ
ま
す
。

「全国物価統計調査」にご協力を！
本年11月に「平成19年全国物価統計調査」

が実施されます。
この調査は、消費者が購入する主な商品

の販売価格やサービスの料金などを調査す
るもので、物価対策のための基礎資料とし
て地域手当や生活保護費の地域調整の算定
根拠などの重要な資料を得ることを目的と
して行われる国の重要な統計調査です。
調査は、全国で約13万の小売店舗と約4万

の飲食店・サービス事業所等に対して、東
京都知事に任命された調査員や区市町村、
総務省統計局が行います。
調査された事項は、統計を作るためだけ

に用いられ、その他の目的に使われること
はありません。
調査にご協力くださるようお願いします。

詳細は下記へお問い合わせください。
東京都総務局統計部経済統計課物価統計係

電話 03-5388-2552

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

注1．DI値のプラスは楽観、マイナスは悲観とみる。
注3．サンプルは多摩地域150企業原数値採用。

注2．DIマーク ：＋30～ ：＋10～＋30  ：＋10～－10  ：－10～－30 ：－30～
注4．採算は当期中の「好転」－「悪化」のDI値。

小
笠
原
村
商
工
会
応
募
の「
ボ
ニ
ン
　
ア
イ
ラ
ン
ド

ラ
ム
」が
長
官
賞
を
、あ
き
る
野
商
工
会
応
募
の「
き
れ

屋
デ
ザ
イ
ン
て
ぬ
ぐ
い
」が
全
国
連
会
長
賞
を
受
賞

調査企業の声
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店
の
看
板
、
店
員
の
制
服
、
接
客
等

も
保
護
の
対
象
に

A

最
近
、
国
際
化
の
影
響
、
競
争
激
化
で
、

特
許
の
侵
害
や
模
倣
品
販
売
の
ニ
ュ
ー
ス
を

多
く
目
に
し
ま
す
。
従
来
、
指
定
さ
れ
た
個

別
商
品
な
ど
に
付
け
ら
れ
て
い
る
商
標
（
マ

ー
ク
）
等
は
、「
商
品
商
標
」
と
し
て
「
商

標
法
」
で
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
小
売

業
・
卸
売
業
の
販
売
に
付
随
す
る
店
の
看

板
、
店
員
の
制
服
、
包
装
紙
、
レ
シ
ー
ト
、

レ
ジ
袋
で
の
マ
ー
ク
で
の
使
用
や
接
客
、
品

揃
え
・
陳
列
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
法
的

に
保
護
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
こ
れ
ら
「
小
売
等
役
務

商
標
」
が
認
め
ら
れ
、
新
た
に
小
売
業
者
や

卸
売
業
者
の
商
標
登
録
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
従
来
の
「
商
品
商
標
」
と
同
様

「
商
標
権
」
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
商
標
」
と
は
、
他
人
と
自
分
を
区
別
す

る
た
め
に
、
事
業
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

使
用
す
る
名
称
や
図
形
な
ど
の
標
章
（
マ
ー

ク
）
で
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

自
分
の
会
社
、
店
舗
の

名
称
も
含
ま
れ
ま
す
。

特
許
庁
に
出
願
登
録
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
商
標
を
利
用
す
る
者

に
独
占
的
・
排
他
的
使

用
権
が
生
じ
ま
す
。

「
商
標
登
録
」
は
信
用
を
保
護

「
商
標
権
」
と
は
知
的
財
産
権
の
一
つ
で
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
他
の
も
の
と
区
別
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
名
称
や
図
形
の
商
標
の

利
用
者
に
与
え
ら
れ
る
独
占
的
排
他
的
使
用

権
の
こ
と
で
す
。
商
標
を
使
用
す
る
者
の
業

務
上
の
信
用
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
直
接
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

商
標
法
は
更
新
申
請
が
何
度
で
も
可
能

商
標
法
で
は
、
商
標
の
存
続
期
間
を
十
年

と
定
め
、
何
度
で
も
更
新
申
請
に
よ
っ
て
、

永
久
的
に
権
利
が
存
続
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
逆
に
、
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
て
い

な
い
商
標
は
整
理
し
て
権
利
を
失
わ
せ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

小
売
業
者
で
あ
れ
ば
「
小
売
等
役
務

商
標
」
を
選
択
し
た
方
が
良
い

小
売
等
役
務
商
標
は
商
品
に
生
産
段
階
で

刻
印
、
印
刷
さ
れ
た
商
標
に
つ
い
て
も
保
護

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
小
売
業
者

で
あ
れ
ば
「
商
品
商
標
」
よ
り
も
「
小
売
等

役
務
商
標
」
を
選
択
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。「

商
号
」
の
効
力
は
同
一
市
町
村
内
、

「
商
標
権
」
の
効
力
は
全
国

商
号
の
効
力
は
同
一
市
町
村
内
で
の
み
有

効
で
す
。
そ
の
た
め
別
々
の
市
町
村
で
同
一

名
称
の
会
社
が
存
在
し
て
も
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、「
商
標
権
」
の
効
力
は
全

国
に
及
び
ま
す
。
商
売
を
全
国
展
開
で
行
お

う
と
す
る
場
合
は
、
商
標
を
特
許
庁
に
登
録

し
た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

商
号
・
商
標
の
権
利
は
早
く
登
記
・
登
録

し
た
も
の
が
優
先
し
ま
す
。
事
後
に
な
る
と

事
業
活
動
が
制
限
さ
れ
、
差
し
止
め
請
求

（
商
標
法
36
条
）
や
損
害
賠
償
請
求
（
民
法

709
条
）
を
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
限
り
早
く
商
標
登
録
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
　
特
許
庁
　
商
標
課

0
3
―
3
5
8
1
―
1
1
0
1

内
2
8
0
6
、2
8
0
7

回
答
者
　
嘱
託
専
門
指
導
員

下
地
　
龍
二
郎

Q

商
標
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、「
商
品
商
標
」
と
は
別
に
「
小
売
等
役
務
商
標
」
制
度

が
で
き
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
金
物
小
売
業
K
社
）

商
工 

Ｑ
＆
Ａ�

「
小
売
等
役
務
商
標
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

東京海上日動火災保険お問合せは、お近くの商工会または

損 害 保 険 ジ ャ パ ン あ い お い 損 害 保 険

●就業中／業務外を問わず、病気・ケガによる月々の所得を補償いたします。

●保険料は一般加入より最大52％割安です。●最長1年間のロング補償です。

●入院中はもちろん、自宅療養による休業や、天災が原因のケガによる休業も補償いたします。

全国商工会経営者休業補償制度

ヤマト運輸
標章（マーク）の例



vol.278 東京都商工会報
8

再生紙を使用しています

11
月

日　程

2日（金）～4日（日）

2日（金）～10日（土）

3日（土）

3日（土）

3日（土）～4日（日）

3日（土）～4日（日）

3日（土）～4日（日）

4日（日）

4日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

10日（土）～11日（日）

11日（日）

16日（金）～18日（日）

1日（土）

1日（土）～ 2日（日）

8日（土）

8日（土）

1日（火）

1日（火）

7日（月）

11日（金）

26日（土）

～3月24日（月）

イベント名

第42回天下市

第20回新島国際ガラス

アートフェスティバル

ソフトボール大会

東村山地蔵まつり

第11回東大和市農・商

工まつり

第19回日の出町産業ま

つり

第38回羽村市産業祭

第7回黄金井名物市

国分寺まつり・商工会

まつり

第46回東村山市民産業

まつり

どんこい祭

第39回昭島市産業まつ

り

第7回西東京市民まつり

第37回産業まつり

第28回東久留米市市民

みんなのまつり商工

祭・農業祭

第13回あきる野市産業

祭

第41回日野市産業まつ

り

第19回2007年小平市産

業まつり

第31回狛江市民まつり

モーターサイクルフェ

スティバル

師走祭（若郷地区）

第10回御神火ツーデー

マーチ

師走祭（木村地区）

ひので朝市

初日の出ジョギング

日本一早い海開き

新春のつどい

新春講演会

椿展

椿プラザ

椿の一刀彫り

夜まつり

2月22日～3月23日

会　場

大学通り緑地帯

新島ガラスアートセン

ター

関東村運動場

正福寺

（東村山市野口町４－

６－１）

東大和市役所敷地内

日の出町民グランド

羽村市富士見公園

東小金井駅南口商店街

都立武蔵国分寺公園

東村山市役所周辺

天王森公園及び周辺

（市役所周辺）

昭島市民会館・公民館

西東京いこいの森公園

瑞穂町役場周辺

東久留米駅西口周辺か

ら市役所ほか

都立秋留台公園

日野中央公園・市民プ

ラザ他

小平市福祉会館

狛江市役所前市民広場

他

島内一円

宮造神社

三原山を中心とした山道コー

ス・海岸道路と牧場コース

十三社神社

ひのでグリーンプラザ

駐車場

新島内

父島　大村海岸

調布市グリーンホール

小ホール

羽村市生涯学習センター

ゆとろぎ

元町船客待合所

大島公園内

元町　藤井工房

元町船客待合所

内　　　容

子供企業家体験、買って当てよう抽選会、くにたち

カードポイント抽選会、モーターショー、わくわく

体験ちびっこものづくり、くにたち道のニックネー

ム募集企画、ポニーふれあいひろば、模擬店他

日本では新島でしか取れないコーガ石を使っての

ガラス作り。世界のガラス作家が集う。ワークシ

ョップもあり。

12チームによるトーナメント

国宝・正福寺地蔵堂の開帳（10時から）、雅楽・浦安

の舞（東村山市無形民族文化財）、野菜・特産品の販

売、名物「焼きだんご」販売、子供向け縁日他

模擬店、展示即売、野菜宝分け

地元商店の出店販売。農産物、特産物の直売など

約100店が出店。一般参加者のステージショー。

子供たちが楽しめるイベント。

市内商工業者、農業者による商品即売、産業・消

費者活動展示、ステージ公演等

名品の出店、秋の味覚プレゼント（さんま）、スタ

ンプラリー、お楽しみ抽選会、市内17商店街の魅

力発見、ビジネスコンテスト発表会

市民まつり、農業まつり、商工会まつり

商工業展、農畜産展、公共事業展、文化展、福祉展、

姉妹都市・友好都市コーナー、山車神輿の競演

ヨサコイフェスタ、ご当地グルメグランプリ、匠

うどん2007

市内の商業・工業・農業の生産品や商品の展示・

販売。商工会コーナーでは一店逸品の販売、親子

木工教室、くじらカレーの試食等。特設ステージ

におけるアトラクション

各種ステージイベント、模擬店、工業部会展示、

農産物品評会、パレード（日曜日）

模擬店、農畜産物展示、各種イベントほか

産業展示、模擬店、農畜産物品評会、アトラクシ

ョン、パレードなど

市内生産品等の展示販売

友好姉妹都市栗原市及び大島町による特産品の販売

市内で生産・販売されている製品もしくは商品の

展示・販売

モーターショー、北海道小平町物産販売、農産物

展示販売など

各店舗出店・物産販売、ステージにて各アトラク

ション、抽選会他。

16日から18日までの3日間に亘りツーリングラリ

ーやドラッグレース等モーターサイクル関係の

様々なイベントが行われる。

若郷の伝統行事

1日目：30km、20km、12km

2日目：20km、13km

通称「夜宮」。出店・舞台（歌・踊り）あり。

商業部会員等による即売会。普通、お店で販売し

ている商品を格安で提供。

十三社神社からサーフィンスポットの羽伏浦海岸

までジョギング。初日の出を拝みながらおしるこ

を頂きます。

もちまき、福引大会、初およぎ証明書発行

新年を迎え、調布市と共催にて毎年開催している

賀詞交換会。

日本を取り巻く国際情勢について

椿の多品種を展示します

大島民謡と手踊り

椿の木や枝でお好みの一刀彫り体験

スーパーあんこ娘とダンスパフォーマンス。

御神火太鼓他

問合せ先

国立市商工会青年部

042－575－1000

新島ガラス協会

04992－5－1540

調布市商工会　042－485－2214

地蔵祭り実行委員会事務局（担当：増田）

042－391－0026

東大和市農・商工まつり実行委員会

042－562－1131

日の出町産業まつり実行委員会

（日の出町経済課商工観光係内）

042－597－0511 内線241、242

羽村市産業祭実行委員会

042－570－0144

小金井市商工会

042－381－8765

国分寺まつり実行委員会（事務局：市役所文

化コミュニティー課）042－325－0111

市民産業まつり実行委員会

（事務局：産業振興課）042－393－5111

どんこい祭実行委員会

042－394－0511

産業まつり実行委員会

042－544－5111

西東京市役所生活環境部生活文化課

生活文化係　042－438－4040

産業まつり実行委員会

（事務局：瑞穂町商工会）042－557－3389

第28回東久留米市市民みんなのまつり商工

祭・農業祭連絡協議会

042－470－7777

第13回あきる野市産業祭運営委員会・あきる

野市　042－558－1111《代表》

日野市産業まつり実行委員会

042－581－3666（日野市商工会内）

小平商工会

042－344－2311

狛江市商工会

03－3489－0178

三宅島スポーツ振興会

04994－2－1381（三宅村商工会内）

宮造神社　04992－5－0181（新島村若郷支所）

（社）大島観光協会

04992－2－2177

十三社神社（宮司：04992－5－0105）

日の出町商工会

042－597－0270

新島村教育委員会

04992－5－0240

小笠原村観光協会　04998－2－2587

調布市商工会　042－485－2214

調布市

羽村市商工会

042－555－6211

大島観光協会　04992－2－2177

12
月

1
月
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